
―　　―1

平成22年度 世界史Ｂ 入試問題

Ⅰ 次の古代オリエントに関する文章を読み、後の問に答えよ。

メソポタミアを流れるティグリス川・ユーフラテス川は、豊かな実りをもたら

す一方、下流でたびたび氾濫を起こし、旧約聖書にも登場する「 の洪水伝

説」を生んだ。その肥沃な流域をめざして北部の山岳地帯や南部の砂漠地帯から

さまざまな民族が侵入してきた。前４千年紀後半、メソポタミアでは、分業が進

み、家畜や穀物などの財産を記録する必要から文字が考案され、さらには、集落

も形成された。メソポタミア南部に最初に都市文明を築いたのは、 人であ

る。

前18世紀、セム語系のアムル人は、 王のもとでメソポタミア全土を統一

し、専制国家を建設した。この王は、［Ａ］「目には目を、歯には歯を」で有名な

法典をつくった。このバビロン第１王朝は、小アジアに登場した の攻撃を

うけて前1600年ころ滅んだ。 はオリエントで最初に鉄製の武器を用いた民

族であり、馬にひかせた戦車を使用する戦法を広めたのもかれらであった。

一方、エジプトでは、 川が毎年定期的に氾濫し、その流域に肥沃な土壌

をもたらした。周囲に広がる砂漠は外敵の侵入を防いだため、前3000年ころ早く

も統一国家が生まれた。この国家では、 と呼ばれた王が「太陽神ラーの子」

とされ、ゆるぎない権威をもって、政治・経済・社会・宗教を支配した。現在の

エジプトの首都であるカイロの郊外ギザには、その象徴である［Ｂ］三大ピラミ

ッドがそびえている。

前１千年紀にはいると、オリエント統一の気運が生じ、前７世紀前半

に、 がメソポタミアからエジプトにいたる大帝国を築いた。この国は、武

力を背景に重税を課したり服属した民族を強制的に移住させたりしたので、諸民

族の反発をまねいて崩壊し、４つの王国が分立した。この４王国のうち最も繁栄

したのは、新バビロニアで、 人のユダ王国を滅ぼし、［Ｃ］住民の多くをバ

ビロンに連れ去った。
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前６世紀になってイラン高原からメソポタミア、小アジア、エジプトへ進出し、

これらの４王国を滅ぼし、オリエントを再統一したのは、 朝ペルシアであ

る。ダレイオス１世は、全土を約20州に分け、 と呼ばれる知事を派遣する

など中央集権体制を整えた。しかし、その支配は寛容であり、服属した諸民族の

宗教や慣習には干渉しなかったので、この王朝は、前330年まで続いた。

問１ 文章中の空欄にあてはまる語句を、次の解答群の中からそれぞれ１つずつ

選び、その番号を記入せよ。解答番号は ～

１　インダス　　　　２　ナイル　　　　３　ヘブライ（イスラエル）

４　フェニキア　　　５　ササン　　　　６　ヒッタイト

７　シュメール　　　８　カッシート　　９　サトラップ

10 モーセ　　　　　11 アケメネス　　12 ペロポネソス

13 クノッソス　　　14 ミケーネ　　　15 アッシリア

16 ヒクソス　　　　17 ノア　　　　　18 アダム

19 ネブカドネザル２世　　20 ハンムラビ　　　　　21 アラム

22 ファラオ　　　　　　　23 アレクサンドロス　　24 ギリシア

問２ 下線部［Ａ］について、用いられていた文字を次の解答群の中から１つ選

び、その番号を記入せよ。解答番号は

１　ヒエログリフ（神聖文字） ２　甲骨文字

３　楔形文字　　　　　　　　　　　　　４　キープ（結縄文字）

問３ 下線部［Ｂ］について述べた文のうち正しいものを次の解答群の中から１

つ選び、その番号を記入せよ。解答番号は

１　最大のものは、メンカウラー王のピラミッドである。

２　内部の壁画は、アマルナ美術の様式で描かれている。

３　当時、数多くいた奴隷によって建設された。

４　古王国時代に建てられた。
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問４ 下線部［Ｃ］について、この苦難の中で、唯一絶対の神ヤハウェへの信仰

が生まれたが、その宗教を次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入せ

よ。解答番号は

１　キリスト教　　　　２　ゾロアスター教

３　イスラーム　　　　４　ユダヤ教

13



―　　―4

Ⅱ 次の唐・宋の時代の経済・文化に関する文章を読み、後の問に答えよ。

中国では、［Ａ］唐の時代の中頃に均田制が崩れ、土地の私有化が生じた。それ

に応じて租税制度も土地を課税基準とした へ変化していった。この制度

は土地の私有化を国家が追認した形になったので、大土地所有制はいっそう進展

した。これを背景にして［Ｂ］宋の時代になると地主階層が台頭した。彼らは、

小作人である を使用して荘園経営を行い、収穫物の約半分を地租として

徴収した。さらに、地主の一族が に合格して官僚になることで、各種の

特権を享受するとともに、「士大夫」層として皇帝の支配体制を支えた。

宋の時代に江南地方の低湿地帯は、［Ｃ］農業技術の進歩によって穀倉地帯とな

ったので、多数の人口を扶養することが可能になった。この時期には、国内で

［Ｄ］経済活動も著しく活発化した。また宋の時代には、木版印刷術、火薬、羅針

盤、製鉄技術などの科学技術が発達し、様々な［Ｅ］学問や文化も花開いた。

経済活動が活発になると、「大食」と呼ばれる 商人によって運ばれた、

東南アジア産の胡椒などの香辛料への需要が国内で高まった。同時に中国の物産

も海外で必要とされたので、［Ｆ］海外との交易が盛んになった。しばらくすると

商人から操船術を学んだ中国商人は、 船を利用して、自ら東南アジ

アへ乗り出していった。

問１ 文章中の空欄に入る最も適切な語句を、次の解答群の中からそれぞれ１つ

ずつ選び、その番号を記入せよ。解答番号は ～

１　租庸調　　　２　ソグド　　　　３　形勢戸　　　　４　インド

５　ダウ　　　　６　佃戸　　　　　７　ジャンク　　　８　両税法

９　宦官　　　　10 九品中正　　　11 ムスリム　　　12 科挙

13 ガレオン　　14 一条鞭法　　　15 五経博士

問２ 下線部［Ａ］について、以下の問に答えよ。

１）この王朝を建国した人物を次の解答群の中から１つ選び、その番号を記

入せよ。解答番号は

１　楊堅　　　　２　李淵　　　　３　司馬炎　　　　４　劉備
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２）635年に伝来し、この王朝下で流行した景教と呼ばれた宗教を次の解答

群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。解答番号は

１　ゾロアスター教　　　　　　　　　　　　２　マニ教

３　ネストリウス派キリスト教　　　　　　　４　チベット仏教

問３ 下線部［Ｂ］について、以下の問に答えよ。

１）この王朝を建国した人物を次の解答群の中から１つ選び、その番号を記

入せよ。解答番号は

１　李成桂　　　　２　朱元璋　　　　３　趙匡胤　　　　４　朱全忠

２）北方の国である金によってこの王朝の上皇や皇帝が捕らえられた事件を

次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。解答番号は

１　安史の乱　　　２　靖難の役　　　３　土木の変　　　４　靖康の変

問４ 下線部［Ｃ］について、この時期の農業技術に関する記述のうち、適切な

ものを次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。

解答番号は

１　囲田などの造成　　　　　　　　　　２　鉄製農具の導入

３　魚鱗図冊の作成　　　　　　　　　　４　牛耕の普及

問５ 下線部［Ｄ］について、この王朝の経済に関する記述のうち、適切でない

ものを次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。

解答番号は

１ 運河網に接する開封などの大都市が物流や消費の中心地として発達し

た。

２　城外や交通の要所に草市や鎮と呼ばれる商業の拠点が成立した。

３　各地の特産品として、茶、絹織物、陶磁器などが生産された。

４　貨幣経済の発達に伴い、交子や会子のような青銅貨幣が流通した。
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問６ 下線部［Ｅ］について、以下の問に答えよ。

１）宋学を大成した、南宋の儒学者を次の解答群の中から１つ選び、その番

号を記入せよ。解答番号は

１　蘇軾　　　　２　王陽明　　　　３　朱熹　　　　４　周敦頤

２）司馬光が著した編年体の史書を次の解答群の中から１つ選び、その番号

を記入せよ。解答番号は

１ 『史記』 ２ 『資治通鑑』 ３ 『論語』 ４ 『三国志演義』

問７ 下線部［Ｆ］について、以下の問に答えよ。

１）宋と交易した当時の日本が該当する時代を次の解答群の中から１つ選

び、その番号を記入せよ。解答番号は

１　飛鳥・奈良時代　　　　　　２　平安・鎌倉時代

３　室町時代　　　　　　　　　４　江戸時代

２）貿易管理と徴税のために設立された官庁を次の解答群の中から１つ選

び、その番号を記入せよ。解答番号は

１　公行　　　　　２　市舶司　　　　　３　会館　　　　　４　公所
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Ⅲ 次の産業革命に関する文章を読み、後の問に答えよ。

産業革命は、生産工程の機械化とそれが引き起こす経済・社会面での変化のこ

とを言い、 世紀後半のイギリスで生じた現象である。産業革命は最初に軽

工業分野である［Ａ］綿工業において始まった。工場の動力源として 機関

が導入され、さらに生産性が向上した。糸が機械にかけやすいという物理的特性

も綿工業の機械化に有利に作用した。また綿工業の発展に伴って、紡績機の素材

としての鉄を供給する［Ｂ］製鉄業や機械工業などが発展した。

産業革命は一定の製品の大量供給を可能にしたが、同時にそれらの製品を購入

するための需要が必要不可欠であった。イギリスは、人口の増加、［Ｃ］農業の発

展により国内の購買力が増大していた。さらに広大な［Ｄ］植民地との交易によ

り莫大な富が蓄積された。これらのことはイギリス製品に対する国内外の需要を

高めた。また 会社によって持ち込まれ、大衆に愛用された綿織物の輸入

が国内で禁止されたことにより、この製品を生産して販売することが大きな利潤

を生むことになった。このビジネス機会を生かすために、国内の企業家は綿織物

の国産化を試みた。このように、市場のニーズを読み、技術と結び付け、リスク

を省みず事業化する企業家たちが実業界で活躍した。

産業革命は生産性を向上させただけでなく、社会に大きな影響を及ぼした。す

なわち近代的な が成立し、そこで働く労働者の集団を生み出した。［Ｅ］当

時の労働者の労働条件は過酷であり、その生活環境も劣悪であった。都市への人

口集中もこれに拍車をかけた。このため労働者と企業家の間の対立も生じた。

［Ｆ］一部の企業家や国家はこの事態の改善を図ろうとした。また国家は、労働力

育成のための初等教育にも関与した。19世紀の後半になると、労働者も産業革命

の恩恵に浴した。生産性の向上により労働者の所得は高まり、労働時間の短縮と

相まって生活水準が向上した。

産業革命期には、従来からの有料道路や［Ｇ］運河網に加えて、工業製品や原

材料をより安価で、大量に、かつ正確に運搬する輸送手段として ［Ｈ］鉄道が登

場した。このような輸送手段の整備は、発展する経済活動を支えたばかりか、電

信などの通信手段の発達と相まって、ヒト・モノ・カネ・情報の移動を地球規模
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で可能とした。［Ｉ］産業革命は、人材や技術交流を通じて、世界各地に波及した。

問１ 文章中の空欄に入る最も適切な数字や語句を、次の解答群の中からそれぞ

れ１つずつ選び、その番号を記入せよ。解答番号は ～

１　17 ２　18 ３　19 ４　問屋制（家内工業）

５　東インド　　　６　西インド　　７　レヴァント　　８　蒸気

９　機械制工場　　10 原子力　　11 内燃　　12 マニュファクチュア

問２ 下線部［Ａ］について、この工業の技術革新に関する記述のうち、適切で

ないものを次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。

解答番号は

１　ケイの飛び杼が導入されて、織布の効率は高まった。

２　ハーグリーヴズはジェニー紡績機を発明して、綿糸不足に対応した。

３　アークライトのミュール紡績機は、均一な太さの綿糸生産を可能にした。

４ カートライトの力織機は織布の効率をさらに高めたが、普及には時間を

要した。

問３ 下線部［Ｂ］について、コークス製鉄法を開発した人物を次の解答群の中

から１つ選び、その番号を記入せよ。解答番号は

１　ホイットニー　　　　２　ニューコメン

３　カーネギー　　　　　４　ダービー父子

問４ 下線部［Ｃ］について、当時のイギリスの農業に関する記述のうち、適切

でないものを次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。

解答番号は

１　市場向け生産の農業が発展し、人口が急増する都市に食料を供給した。

２ 地主は穀物生産のため中小農民の土地や村の共有地を囲い込んだ。

３　領主は直営地を分割して農民に貸して、生産物や貨幣で地代を徴収した。

４　土地を失った農民は、農業労働者や都市の工業労働者となった。

35

34

33

3229



―　　―9

問５ 下線部［Ｄ］で繁栄した港湾都市を次の解答群の中から１つ選び、その番

号を記入せよ。解答番号は

１　リヴァプール　　　　　２　バーミンガム

３　マンチェスター　　　　４　リューベック

問６ 下線部［Ｅ］について、産業革命初期の労働者に関する記述のうち、適切

でないものを次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。

解答番号は

１ 生活苦の原因を機械と考えた手工業者や労働者は、機械打ち壊しを行った。

２ 労働者が住む都市の上下水道などの社会基盤は未整備で、頻繁に疫病が

蔓延した。

３ 労働者は、厳しい規律のもとで働かねばならなかった。

４ 労働者は、年少者や女性を除いて低賃金で長時間の労働を余儀なくされ

た。

問７ 下線部［Ｆ］について、以下の問に答えよ。

１）労働者を保護する法律を次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入

せよ。解答番号は

１　団結禁止法　　　２　工場法　　　３　審査法　　　４　公民権法

２）人道主義的立場から労働者の福祉向上に努め、下の図の建物を建設した

人物を次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。

解答番号は

（『詳説 世界史Ｂ』山川出版社）

１　コブデン　　　　　　　　２　エンゲルス

３　ルイ＝ブラン　　　　　　４　ロバート＝オーウェン
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問８ 下線部［Ｇ］について、イギリスでの産業革命終了後の1869年に開通した、

ヨーロッパとインドを結ぶ航路を短縮した運河を次の解答群の中から１つ選

び、その番号を記入せよ。解答番号は

１　スエズ　　　　２　エリー　　　　３　パナマ　　　　４　マラッカ

問９ 下線部［Ｈ］について、1814年に実用的な蒸気機関車を製造し、世界中に

輸出するビジネスモデルを確立した人物を次の解答群の中から１つ選び、そ

の番号を記入せよ。解答番号は

１　クロンプトン　 ２　ワット　 ３　スティーヴンソン　 ４　エディソン

問10 下線部［Ｉ］について、各国の産業革命に関する記述のうち、適切でない

ものを次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。

解答番号は

１ フランスでは、鉱物資源と工業労働力の不足から絶対王政期にようやく

化学工業で産業革命が始まった。

２ ドイツでは、関税同盟の結成と鉄道建設を背景に、19世紀半ばから製

鉄・機械工業などの重工業が発展した。

３ アメリカでは、19世紀前半に綿工業などが発展し、南北戦争後の国内市

場の拡大とともに製鉄業などが発展した。

４ 日本では、日清戦争前後から製糸業などの軽工業が、日露戦争以後は製

鉄などの重工業が発展した。
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Ⅳ 次のオーストリア史の略年表を見て、後の問に答えよ。

前800～400年頃 ハルシュタット文化

前400年頃 ケルト人の進出（ラ・テーヌ文化）

前２世紀末 ［Ａ］ゲルマン人の一部が進出

前15年 ローマの属州を設置

紀元後１世紀末 植民都市ウィンドボナ（ウィーン）の建設

５世紀　 フン人、東ゴート人の支配

803年 アヴァール人を討伐して［Ｂ］フランク王国に併合

843年 ヴェルダン条約により東フランク領

962年 オットー１世、教皇よりローマ皇帝の帝冠を授与、神聖ロ

ーマ帝国の起源

976年 オーストリア辺境伯領（オストマルク）の再建

１

1256～73年 大空位時代

1282年 ハプスブルク家がオーストリア領を支配

２

1438年 以後ハプスブルク家が神聖ローマ皇帝位をほぼ世襲

1519年 スペイン王が（ ａ　）として神聖ローマ皇帝に即位

1529年 オスマン帝国がウィーンを包囲

1618～48年 三十年戦争、［Ｃ］ウェストファリア条約で講和（1648年）

1683年 第二次ウィーン包囲を撃退

３

1740～48年 ［Ｄ］オーストリア継承戦争

1756～63年 七年戦争

18世紀後半 この頃ウィーンを中心に［Ｅ］音楽・宮廷料理が発達

４

1806年 西南ドイツ諸邦がライン同盟を結成、神聖ローマ帝国消滅
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1815年 ［Ｆ］ウィーン会議（1814年から）、ドイツ連邦成立

19世紀前半 この頃政治より日常生活に楽しみを見出すビーダーマイヤ

ー文化が全盛。オーストリア最初の蒸気鉄道が開通

1848～49年 ウィーンで三月革命勃発、帝国各地で反乱発生。［Ｇ］フラ

ンクフルト国民議会が開催。各地の反乱鎮圧

1859年 イタリア統一を目指すサルデーニャに敗北、ロンバルディ

アを割譲

５

1866年 普墺戦争の敗北によりドイツ連邦解体、イタリアにヴェネ

ツィアを割譲

1867年 「妥協（アウスグライヒ）」に基づき［Ｈ］オーストリア=

ハンガリー帝国が成立

1869年 日墺修好通商条約締結

1914年 オーストリアがセルビアに宣戦布告、その後［Ｉ］第一次

世界大戦に発展。

1918年 休戦協定締結、皇帝退位により帝国崩壊

1919年 連合国側と（ b ）条約を締結

1938年 ナチス＝ドイツがオーストリアを併合

1939～1945年 第二次世界大戦

６

1955年 永世中立国として独立

1960年 ヨーロッパ自由貿易連合（EFTA）に参加

1972年 ワルトハイムが国連事務総長に就任

1995年 ヨーロッパ連合（EU）に加盟

1998年 センメリング鉄道が鉄道として初めてユネスコ世界遺産に

登録

７

2009年 日墺修好140周年
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問１ 下線部［Ａ］について、当時のゲルマン人の社会に関する記述で適切でな

いものを次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。

解答番号は

１　王または数人の首長が統率する部族集団であった。

２　貴族・平民・奴隷の身分区別がすでに存在した。

３　成年男性の自由人全員からなる民会が最高議決機関であった。

４　ポー川の氾濫を利用して栽培した小麦を周辺部の産物と交換した。

問２ 下線部［Ｂ］について、西ヨーロッパの大部分を統一し、ローマ皇帝とし

て教皇から戴冠された人物を次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入

せよ。解答番号は

１　ピピン　　　２　カール１世（大帝） ３　クヌート

４　カール＝マルテル

問３ 空欄（ a ）にあてはまる人物を次の解答群の中から１つ選び、その番

号を記入せよ。解答番号は

１　ロタール１世　２　アンリ４世　３　シャルル１世　４　カール５世

問４ 下線部［Ｃ］について、この条約の内容で適切でないものを次の解答群の

中から１つ選び、その番号を記入せよ。解答番号は

１　ドイツ諸邦の完全な主権確立

２　フランスのアルザスとロレーヌの一部獲得

３　スウェーデンのオランダ獲得

４　アウクスブルクの宗教和議の確認

問５ 下線部［Ｄ］について、この戦争でオーストリアがプロイセンに奪われた、

鉱工業が盛んな地域を次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。

解答番号は

１　ホルシュタイン　　　　　　　２　シュレジエン

３　シュレスヴィヒ　　　　　　　４　ズデーテン

47

46

45

44

43
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問６ 下線部［Ｅ］について、この頃活躍した、「魔笛」や「フィガロの結婚」

などの作品で知られる音楽家を次の解答群の中から１つ選び、その番号を記

入せよ。解答番号は

１　モーツァルト　　　　　　　　２　ベートーヴェン

３　シューベルト　　　　　　　　４　ハイドン

問７ 下線部［Ｆ］について、外相としてこの会議を主導し、後に宰相になった

人物を次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。

解答番号は

１　タレーラン　　２　カニング　　３　メッテルニヒ　　４　カヴール

問８ 下線部［Ｇ］について、この議会で採用された、オーストリアを排除して

プロイセンを中心に行われたドイツの統一方式を次の解答群の中から１つ選

び、その番号を記入せよ。解答番号は

１　大ドイツ主義　　　　　　　　２　パン=ゲルマン主義　　

３　モンロー主義　　　　　　　　４　小ドイツ主義

問９ 下線部［Ｈ］について、この帝国に関する記述で適切でないものを次の解

答群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。解答番号は

１ ドイツ人、マジャール人やスラヴ人等から構成される多民族国家であっ

た。

２ マジャール人にハンガリー王国の自立を認め、オーストリアとの同君連

合国家となった。

３ オーストリアとハンガリーは、一部の共通業務に必要な機関を除き、

別々の政府と議会をもつ二重帝国であった。

４ アルジェリアを植民地にするとともにベトナムなどの東南アジアにも進

出した。

51

50

49

48
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問10 下線部［Ｉ］について、この大戦で同盟側に所属していない国を次の解答

群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。解答番号は

１　ドイツ　　２　ブルガリア　　３　オスマン帝国　　４　ロシア

問11 空欄（ b ）にあてはまる、ドイツとオーストリアの合併を禁止した条

約の名称を次の解答群の中から１つ選び、その番号を記入せよ。

解答番号は

１　サン=ジェルマン　　２　ヌイイ　　３　セーヴル　　４　トリアノン

問12 次のア、イ、ウの事項は、略年表の１～７のどこに入るか、それぞれ１つ

選び、その番号を記入せよ。

解答番号は、アが 、イが 、ウが

ア　金印勅書　 イ　マリア＝テレジアの即位　 ウ　共通通貨ユーロの導入

565554

53

52

〔世界史Ｂの問題は以上です。〕


